
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

・全国に比して女性の労働力率が高い。
・現在は職に就いていなくても就業を希望する女性が多く、２５歳
から４９歳までの年代では、就業者と就業希望者の合計が女性
全体の９割を占める。
・管理的職業従事者に占める女性の割合は全国平均よりも低い。

■女性活躍応援事業
①働く女性の交流会・・・自身の働き方について考えるとともに、様々
な業種の方との交流によりネットワークを作ることを目的に講座を
開催。
②個別相談会・・・再就業を目指す女性のための個別相談会。
県が行う就業支援セミナーと連携して開催。

■女性活躍応援事業
①働く女性の交流会・・・交流会の参加者アンケートによると、イベ
ントの満足度について「大変よかった」「よかった」と回答した参加
者は１００％であった。特に、パネルディカッションで参考になった
ポイントとして、「キャリアアップや管理職についてのイメージが変
わった」「自分の将来がイメージできた」と回答した方が多かった。
②個別相談会・・・参加者アンケートで「とても参考になった」「参考
になった」と回答した参加者が１００%であった。「ひとりで悩んでい
るとなかなか良い考えが浮かばなかったが、先生が親身になって
アドバイスしてくださったことで、一歩を踏み出すきっかけになっ
た。」など、この相談会を通じて、前向きな気持ちになれたという意
見が多かった。

・新潟市ＷＬＢ・女性活躍推進協議会
・公益財団法人新潟県女性財団

・働くことを希望する女性がすべて働けるよう、働く女性・働きたい
女性を多方面から支援し、２０２５年度までに２５～４４歳女性の有
業率８５．０％を目指す。

■女性活躍応援事業
①働く女性の交流会・・・キャリアアップの意識が薄い人でも気軽に
参加できるような企画と講座内容の検討が必要
②個別相談会・・・労働局等、他の公的機関等と連携し集客を行う
など、効果的な実施方法を検討することが必要

女性活躍応援事業 【新潟市】
総事業費 ７１８ 千円

交付金額 ３５９ 千円

事業番号 １



事業の概要

１．働く女性の交流会

■日時 令和５年3月１２日

■場所 ＪＲ新潟駅直結CoCoLo南館内

シェアスペース「MOYO Re:」

■参加者 新潟市内在住の概ね２０～４０代の女性 １４名

■内容

私の強み再発見！キャリア＆ライフデザインミーティング

・企業の役員、管理職の女性によるパネルディスカッション

・参加者同士の交流を図るワークショップ など

■参加者の感想

・これからキャリアアップしていくにあたっての乗り越え方を知る

ことができて良かった

・参加者同士の歳が近くて悩みが似ていたので、悩んでいるの

が自分だけじゃないと思って安心できた。

２．再就業を目指す女性のための個別相談会

■日時 令和４年１１月２８日、 ２９日、３０日

令和４年 １２月１日、２日、３日

■場所 新潟県女性センター 女性団体交流室

■参加者 ２０名

■内容 再就職に向けたキャリアコンサルタント、

ファイナンシャルプランナーによる個別相談

■参加者の感想

・働き方の選択肢が様々にあることを知り、考え方の視野が広

がった。

・応募書類などで自分の強みを全く書けずにいたが、客観的な

視点から見てどうなのかという話が聞けて参考になった。

・転職活動中で自分のスキルや経験が市場にマッチしていない

と感じていたので、色々と話をしていただき、もっと自分の分

析が必要と考えさせられた。
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